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1　は　じ　め　に

岩手県では，病害虫抵抗性，耐倒伏性等の向上を目的と

して，珪酸資材の積極的な施用が行われ．岩手県の珪酸資

材の消費量は．東北地方の平均より50％も多い。このため，

土壌中可給態珪酸の菖化が指摘されている。本報では，土

壌中可給態珪酸と稲体珪酸吸収量及び玄米収量との関係を，

岩手県南部の主要水田について検討した。

2　試　験　方　法

（1）実施年次1989年度

（2）稲体（成熟期）及び跡地土壌の採取場所

紫波・花巻・北上・江刺農業改良普及所生育診断聞，水

沢農業改良普及所管内稲作展示圃（5市町村）

（3）土壌タイプ（点数）

灰色台地土（9），グライ土0孔黄色土（7），多湿黒ポク土帆

淡色黒ポク土（8），灰色低地土㈹」褐色低地土（6）

（4）供試品種　ササニシキ

（5）玄米収量　各普及所及び農協調査による

（6）アンケート調査

1）堆肥施用の有無，施用の場合の種類及び施用量

2）珪酸資材施用の有無，施用の場合の種類及び施

用量

（7）分析方法

1）土壌中可給態珪酸：pH4．0の0．1N酢酸緩衝

液法

2）その他：従来慣行法による

3　試験結果及び考察

（1）玄米収量と土壌中可給態珪酸量の全体的な傾向

土壌中の可給態珪酸量は，乾土100喝当り10mgから20昭

の範囲に全調査地点の60％が入った。しかし，灰色低地土・

褐色低地土・淡色窯ポク土の3タイプでは10mg以下の比率

が高かった。

また．図1のとおり玄米収量と稲体珪酸吸収量との間に

は相関が認められるが．土壌中可給態珪酸量と稲体珪酸吸

収量及び玄米収量とは相関が認められなかった。このため，

土壌中の珪酸富化量と稲体珪酸吸収量及び玄米収量とは必
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図日　土壌中可給態珪酸と稲体珪酸吸収量及び
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ずしも一致した関係にないと考えられた。

更に各調査項目について主成分分析を行った結果が表1

である。第1主成分は乾物垂，養分吸収量，玄米収量から

なる生育量の因子群，第2主成分は稲体の各養分濃度（特

にN，Si）．第3主成分はpH，可給態珪乳及び珪酸投入

量などの土壌因子群となった。これら三つの因子で全デー

タの57％が説明できた。これら三つの主成分は各々独立し

て動いていると考えられる。すなわち∴第1主成分に含ま

－71－



東北農業研究　　第　43　号　日990）

表1　主成分分析結果

項　　　　 目 1 次 元　 2 次元　 3 次 元　 4 次元

個　 有　 値 8．32 3　　 4 ．18 4　　 2．3 72　　 2 ．18 1

乾　 物　 垂 （全 ） 0．89 0　　 0 ，02 8　　 0．24 9　　 0 ．04 9

（茎 葉 ） 0．74 0　　 0 ．20 6　　 0．13 3　 －0 ．25 1

（穂 ） 0．774　－0 ．13 3　 0．278　 0 ．29 1

窒　 素　 ％ （茎彙 ） 0．33 5　 0 ．54 8　－0．44 4　 －0 ．239

（穂 ） 0．49 2　　 0 ．34 7　－0．49 7　　 0 ．06 0

燐　 酸　 ％ （茎葉 ） 0」55　 0 ．67 1 －0．26 3　－0 ．28 8

（穂 ） 0．41 1 －0 ．06 7　－0．02 7　 0 ．46 6

珪　 酸　 ％ （茎 葉 ） 0．26 7　－0 ．75 4　－0．14 3　－0 ．35 3

（穂 ） 0．27 7　－0 ．60 2　－0．168　－0 ．04 7

窒 素吸 収 量 （茎 彙 ） 0．69 8　 0 ．49 9　－0．21 1 －0 ．35 3

（穂 ） 0．8 6 0　 0 ．10 4　－0．10 2　 0 ．248

（全 体 ） 0．904　　 0．26 5　－0．15 6　　 0 ．05 1

燐 酸 吸 収量 （茎 黄 ） 0．52 7　 0．62 3　－0 ．13 9　－0 ．35 0

（穂 ） 0．80 3　－0．14 4　　 0 ．20 1　 0 ．47 0

〝　　 （全 休 ） 0 ．89 6　　 0．115　　 0 ．12 1　 0．2 73

珪 酸 吸 収量 （茎 葉 ） 0 ．69 2　－0．4 17　－0 ．0 19　－0．43 5

（穂 ） 0 ．65 8　－0．55 2　　 0 ．02 2　　 0．122

（全 体 ） 0 ．76 4　－0．510　－0 ．00 9　－0．3 1 1

p H （H 2 0 ） －0 ．19 3　－0．24 2　－0．62 9　 0．3 2 0

トル オ ー グ燐 酸 －0 ．05 2　－0．4 18　 －0．16 2　－0．3 4 7

燐 酸 吸 収 係数 －0 ．05 4　　 0．44 9　 －0．17 9　　 0．5 6 6

可 拾 態 珪 酸 0 ．03 6　－0．24 0　－0．75 0　 0 ．2 4 5

交 換 性 石 灰 －0 ．00 1 －0．52 1 －0．56 4　 0 ．00 2

玄米 収 量 0．58 3　－0．18 9　　 0．17 3　－0 ．04 9

有 機 物 施 用 0．17 0　－0．00 1　 0．02 3　 0 ．08 9

珪 酸 資 材 施 用 0．10 4　－0．16 2　－0．36 4　　 0 ．148

累 積 寄 与 率 32．0 1　 48．10　　 57．23　　 65 ．62

れる玄米収量は同じ第1主成分の珪酸吸収量とは関係して

いるが，第3主成分である土壌中可給態珪酸とは無関係と

いうことになる。

（2）土壌タイプによる傾向

以上のように，土壌タイプを一緒にして土壌中可給態珪

酸と稲体珪酸吸収量及び玄米収量との関係はばらつきが大

きく判然としないため，土壌タイプ別に検討を行った。

表2に土壌タイプごとに土壌中可給態珪酸，稲体珪酸吸

収量．及び玄米収量のそれぞれの最高値∴最低値，平均値

を示した。この中で，灰色台地土は土壌中可給態珪酸が最

も高かったが．稲体珪酸吸収量，及び玄米収量の平均は最

も低かった。これに対して，褐色低地土は土壌中可給態珪

酸が最も少なく，平均値は灰色台地土の約半分であった。

しかし，稲体珪酸吸収量，及び玄米収量は平均値では灰色

台地土のそれを上回った。

裏2　土壌タイプ別平均値

土壌 タイプ
採取

点数

窪給芸　 護収聖　 玄米鵬

（皿g／100 g ）（kg／10 a ） （kg／10 a）

圧 色 台 地 土 9 17．9　　　　 70．4　　　　 477

グ　 ラ　 イ　 土 12 15．1　　　 8 1．8　　　　 5 19

黄　 色　 土 7 15．0　　　　 74．8　　　　 535

多湿黒 ポク土 16 14．5　　　　 80．0　　　　 524

淡色黒 ポク土 8 13．0　　　　 66．3　　　　 496

灰 色 低 地 土 19 13．0　　　　 76．1　　　 526

褐 色 低 地 土 6 9．6　　　　 76．2　　　　 523

また，土壌タイプ別に検討した結果でも土壌中可給態珪

酸の増加が，玄米収量の増加に直接は結びついていなかっ

た。

以上の結果から，稲体珪酸吸収量及び玄米収量に影響す

る土壌中可給態珪酸含量は土壌タイプによって異なってお

り，土壌タイプごとに一定の水準に達していれば玄米収量

は確保できると考えられた。

4　ま　　と　　め

（1）岩手県南部主要水田（77点）の土壌中可給態珪鞍は，

0．1N酢酸緩衝液（pH4．0）によると乾土100g当り10喝か

ら20喝の矧訃こ約60％が入った。

（2）水稲の玄米収量と稲体珪酸吸収量とは，土壌タイプ

によって差はあるが正の相関が認められた。

（3）土壌中可給態珪酸が増えても，稲休珪酸吸収量及び

玄米収量には直接結びつかなかった。

（4）土壌タイプによって稲体珪酸吸収量が異なっており．

タイプ別に玄米収量に結びつく稲体珪酸吸収量の水準があ

ると考察した。
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